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工業会　日本万引防止システム協会

2020 春 号

なるほど！万引防止・
ロス対策情報は
JEAS Facebook

2020年4月20日～27日に開催される京都コング
レス（第14回国連犯罪防止刑事司法会議）の大成功
に向けて、当工業会は万引防止などの展示物で協力
いたします。
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EAS、カメラ分野を担当する工業会として
中小企業等経営強化法の経営力向上設備等及び生産性向上特別措置法の先端設備等に係る生産性向上要件証明
［分野 : 電子商品監視機器（EAS）、防犯カメラ］に関するお知らせ

（ 1 �）2017年度税制改正により、中小・小規模事業者の「攻めの投資」を後押しするため、従来の産業競争力
強化法に基づく「中小企業投資促進税制の上乗せ措置」を改組し、中小企業等経営強化法に基づく「中小
企業経営強化税制」が創設されました。

（ 2 �）また、中小企業等経営強化法に基づく「固定資産税の特例措置（地方税）」においても、対象設備細目が
2017年 4 月 1 日から拡充されました。

（ 3 �）当協会としては、ユーザー様及び会員の要望に応えるため、さらには「攻めの防犯」と「防犯民主主義」
（http://www.jeas.gr.jp/pdf/20180307.pdf）を推進するために、2018年 1 月25日の理事会承認を経て2018年

2 月 1 日より本証明書の発行受付をスタートしました。
（ 4 �）さらに、2017年度税制改革により中小企業等経営強化法と2018年度生産性向上特別措置法（市町村の判

断により、新規取得設備の固定資産税が 最大 3 年間ゼロになる）の先端設備等に係る生産性向上要件の証
明証が一本化されました。当協会の会員および会員外の設備メーカーも申請できますので、ご活用ください。
2018年11月 5 日に申請フォームが変更になっております。

（ 5 �）なお、中小企業経営強化税制につきましては、2019年 3 月31日までが適用期限とされていたところですが、
2019年度の税制改正により適用期限が 2 年延長（2021年 3 月31日まで）されることとなりました。詳しく
は工業会ページをご参照ください。http://www.jeas.gr.jp/intro08.html

JEAS Facebook も絶賛公開中！
https://www.facebook.com/JEAS.JAPAN/
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　いつも大変お世話になっております。新たな年が始まり、 1 ヵ月が過ぎました。
　JEAS は、平成14年に日本 EAS 機器協議会として設立し、その後、平成23年に日本万引防止システム協会
に名称変更しました。 平成30年には、工業会認定を受け、今日に至っています。これまでの18年間、関係省
庁はじめ関連諸団体の皆様のご指導・ご支援を賜りつつ、会員各社の協力のもと、万引防止システム関連に従
事するあらゆる企業が参画し、総会員数43法人の産業団体に成長しております。
　さて、最近の万引犯罪の状況ですが、我が国の刑法犯認知件数がピークの平成14年の285万件から平成30年
には82万件と半減以下になる中で、万引犯罪の認知件数は14万件／平成14年から10万件／平成30年へと減少傾
向は弱く、その構成比では全刑法犯認知件数の4.9％から12.2％になるまでに増加しています。またその特性と
して高齢者の万引犯罪割合増加、組織的な大量万引による高額被害事案（多くのユーザー様の声）が増加する
など、万引犯罪の複雑化、悪質化が目立ってきております。
　組織的な大量万引に関しては、岐阜・愛知・埼玉などの県警本部によって、ベトナム系の犯罪者グループを
窃盗容疑で送検する報道が続いております。しかし、小売業の大手チェーン数社の話によると「万引防止シス
テムが導入されている店舗は被害に遭いにくいものの、全体としては被害額やロス額が増加の一途をたどって
いるのが現状」と、お聞きします。そのことを重く受け止め、昨年に引き続き、 JEAS では以下の点を重視し
た活動を展開してまいります。
　一点目は、万引をさせない店舗作りに向けて関係者間の相互理解を深めたいと思います。
　お蔭様で昨年 EAS の国内販売社すべてが JEAS に加盟し、EAS ステッカー貼付の徹底に至りました。EAS
はペースメーカー装着者の安心・安全対策から始まった事業ですが、 EAS ステッカーが貼ってあることで、

「この店は万引対策を本気でやっている店舗である」と、ご認識いただくようになっております。
　現在、 JEAS では、カメラや顔認証に関わるメーカーや警備業が連携し、推奨顔認証システム制度（仮称）
を作成しています。これは現在普及が著しい顔認証システムの安全対策を主眼とするもので、推奨認定を受け
た機種には、顔認証ステッカーを貼付してもらう予定です。この活動の意味である「犯罪の未然防止」を地域
の生活者にご理解いただき、将来は店舗の入口に顔認証ステッカーが貼付されるようになり、そのステッカー
を見た犯罪企図者が犯行を断念するような環境作りを推進したいと考えております。
　二点目は、効果のあるシステム＆使いやすさでユーザビリティの向上を目指します。
　昨年11月、 JEAS として、アジア最大の見本市 China Shop 視察を行いました。この目的は、中国の最新技
術、中国と日本の違い（店舗、市場、法律等）、中国の万引対策（店舗・協会団体）について学び、日本で応
用可能な技術や施策を持ち帰ることでした。身近な事例では、スマホを使い機器のサポートを遠隔で行い、
ユーザビリティを向上させている事例など、初心に帰って見習うべき点が多数ありました。これらの情報を今
後の事業に活かすとともに、昨年末に新しく作成した「人的警備と画像システムの効果的活用」パンフや「防
犯機器の買い替え促進パンフ」を普及・活用しながら、現場の運用力のアップを目指して参ります。
　広報面では、 3 月の SECURITY SHOW 2020の出展やセミナー開催、 4 月の国連犯罪防止刑事司法会議京
都コングレス2020への出展が決まっております。ブースでは JEAS 活動及び各社のパネル展示、東京万引き防
止官民合同会議や万防機構の紹介などを通じ、万引防止機器と防犯カメラ分野の唯一の工業会としての責務を
まっとうして参ります。
　工業会　日本万引防止システム協会は、万引犯罪撲滅を目指す唯一のソリューション団体として、「万引犯
罪をさせない店舗作り」の推進を通じて、流通業界の健全な経営、また青少年の非行防止という産業的、社会
的役割を果たすべく、所轄官庁はじめ関連諸団体のご支援をいただきながら活動して参ります。引き続きご支
援ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ
工業会 日本万引防止システム協会　会長　稲本　義範

各種ステッカーの果たすべき責務
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アジア最大の見本市 China Shop 青島2019の視察
　JEAS メンバー 8 名は、11月 7 日（木）アジア最大の見本市 China Shop 青島会場（出展：850社）を視察し
ました。広大な会場で、セルフレジや顔認証・スマホ決済方式・画像解析など、目覚ましい技術の進歩を学び
ました。身近なところでは、スマホを使い機器のサポートを遠隔で行い、運用面のユーザビリティを向上させ
ている事例＜顧客重視＞など、初心に帰って見習うべき点も多数ありました。ショー会場には EAS 及び
RFID の出展が12社ありました。陳列されているゲートの 7 割が AM 方式、 2 割が RF 方式、 1 割が RFID な
どでした。午後、青島市内のモールやスーパーを見学しました。

　 1 月 8 日（金）中国防損協会（CCFA’s Assets Protection & Internal Control Committee）と初めての会合
を行いました。
①　中国防損協会からはこれまでの取り組み（四段階）で説明いただきました。
　・初期：人海戦術が基本で予算も限定的で事後対応
　・外資開放期：事前対応、専門組織による対応等で強化
　・E コマース期：積極的な防犯活動、サイバーセキュリティ対策に課題
　・オムニチャネル期：内部統制を含めたトータル的なリスク管理を管轄
②　小売業の防損に対する考え方・経営計画など、大変興味深いお話をお聞きすることができました。
③�　リード・ヘイズ教授の LP 本が日本語で出版されていることを説明。中国防損協会は中国語版も必要だと

いう意見でした。
④�　今回の記念に中国防損協会作成の LP マニュアルを日本ＬＰ教育制度作成委員会と JEAS に提供されるこ

とになりました。
⑤　会合の結びに、来年の 7 月中国防損協会の総会に JEAS にぜひ参加してほしいと招聘いただきました。
⑥　なお、会合のことは China Shop の主催者側 HP で紹介されました。

中国防損協会の参加者

China Shop 青島2019報告書の格納先は会員ページの d_24、動画は会員ページの d_25に格納
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北海道大学での「EAS 機器の医療機器等への影響の調査」　 5 社14機種
　技術基準委員会では、北海道大学　大学院情報科学研究院に依頼し「EAS 機器の医療機器等への影響の調
査」を行っております。今年は、JEAS 創設以来 2 番目となる多数の機器の調査を行いました。
　調査済みの機器については、 JEAS の定めたガイドラインに準じて機器に EAS ステッカーを貼付していた
だくとともに、店舗の入り口などへは、 EAS POP を明示いただき、医療機器装着者の方々へお知らせしてお
ります。

セキュリティショー2020ブースとセミナー「小売業向け推奨顔認証システム制度について」紹介

ブースイメージ

新ステッカー「JEAS 推奨顔認
証システム」イメージ

　今年も JEAS はセキュリティショーに出展します。
日時： 3 月 3 日（火）〜 6 日（金）
会場：幕張メッセ 1 ・ 2 ・ 3 ホール　ブース No. SS3221
展示：協会の活動内容（ビデオ上映）と各社の紹介
　万引防止・ロス対策の資料を多数展示しておりますので、ぜひお立ち寄り
ください。

　 3 月 3 日（火）12:40-13:10にセキュリティショー会場で JEAS セミナー
「小売業向け推奨顔認証システム制度について」を開催します。（定員100
名、無料）。本工業会では、拡大する万引の対策として、顔認証システムを
設計・製造しているメーカーと活用している保安会社を中心として、小売業
の皆様に役立つ制度を検討してまいりました。今回は、その制度についての
意義と概要をご発表するとともに、新冊子「人的警備とシステムの効果的活
用」のご説明をカメラ画像安全利用推進委員が行います。
　セミナーの申込みは、日経セキュリティショー2020のセミナーサイトより
お願いします。

京都コングレス2020のブースの紹介

ブースイメージ

　2020年 4 月20日（月）～27日（月）に開催される京都コングレス（第14回国連
犯罪防止刑事司法会議）の大成功に向けて、当工業会は万引防止などの展示
物で協力いたします。ブース No.26

　2015年に国連において「持続可能な開発目標（SDGs）」が策定されました
が、京都コングレスのテーマは、その SDGs の達成に向けた犯罪防止・再犯
防止の推進です。そのために、京都コングレスのロゴマークに SDGs のデザ
インが入っております。

　会場（国立京都国際会館）内では、京都コングレスの全体テーマ「2030ア
ジェンダの達成に向けた犯罪防止、刑事司法及び法の支配の推進」等に係る
サイドイベントや展示等が行われる予定です。これらは、政府関係者のほ
か、国際機関、有識者、企業等、非政府組織機関の関係者等の広い層が参加
されるとのことです。
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「15分勉強会」について
　当工業会では、定期的に開催される理事会において、会員各社より、協会員のさらなるレベルアップのため
に、様々な情報をわかりやすく解説いただく勉強会を実施しております。
7 月10日（水）万防機構の新事務所見学を実施。その後、暑気払い。
9 月 6 日（金）日本コンパクトディスク・ビデオレンタル商業組合 理事長に就任されました加藤和裕様（㈱
三洋堂ホールディングス 代表取締役社長）に、①役立つ売場の数字について、②今後の JEAS へ期待するこ
とについてのお話をいただきました。発表内容は会員ページの d_23に格納しました。
12�月 5 日（木）11月の「中国展示会・現地小売業視察、中国防損協会交流会」について佐久間政策・研究員長

から報告がありました。資料と動画は会員 HP の d_24・d_25に保存されています。

JEAS セミナーについて

　当工業会では、会員向けのセミナーを開催しております。
7 �月 4 日（木）小売業における EAS と RFID について・事例紹介セミナー（会員限定）が行われ、最近のド

ラッグストアでの RFID 実証実験結果などについて参加者40名で学びました。会場は高千穂交易株式会社 
1 F 特設セミナー会場。資料は会員 HP の b_20に保存されています。

9 �月 6 日（金） IoT 機器のセキュリティ対策に関する技術基準の改正に関するセミナーを開催し、30名ほどの
方にご参加いただきました。

　当日は、次の総務省ご担当者より対象法令についてご教授いただきました。

　第 1 部 「我が国における電気通信端末機器の基準認証制度」
　　発表者：総務省電気通信技術システム課 設備係長　松浦信宏様
　第 2 部 「�IoT 機器のセキュリティ対策に関する技術基準の改正について」
　　発表者：総務省電気通信技術システム課 企画係　阿部弘明様
　各資料は会員ページの c_15に格納しました。
　主催　当工業会　技術基準委員会
　＜報道関係＞
　電波タイムズ 9 月27日号　https://www.jeas.gr.jp/pdf/20190927.pdf
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新会員紹介について
　　　　　　　　　　　 正会員 　　　　　　　　　　　

株式会社　ゴジョウ・ウェイズ　代表取締役社長　佐藤　賢二

　弊社は警察 OB が多数在籍する「警備・調査・コンサルタント会社」として 2 年前に創業致しました。
JEAS が掲げる「防犯民主主義」という御旗の下で会員の皆様と協働して参りたいと存じます。画像システム

（顔認証と VMS）と人的警備の融合により、犯罪を起こさない、起こさせない社会づくりに向け全力を尽くし
ます。

サクサ株式会社　映像ソリューション推進部　担当係長　宮本　秀洋

　当社の映像事業ビジョンとして、 Video Management System をプラットフォームとした、監視・解析およ
び IoT をつなぐ、 GateWay を活用した映像 IoT ソリューションのインテグレーターとして、事業を確立し成
長させていきたいと考えています。今まで映像商材＝防犯カメラというイメージがありますが、サクサでは

「防犯カメラのその先へ」を目指しております。お客様に最適な提案を続けていけるよう成長してまいります
ので、長いお付き合いをいただけますと幸いです。

　　　　　　　　　　　 賛助会員 　　　　　　　　　　　

株式会社 JSS　第一保安警備事業部　部長　林　俊一

　当社は警備業界の諸先輩方が蓄積されてきたノウハウを「21世紀型の事件・事故」に対応するシステムにア
レンジし、事件・事故の進化速度を上回る知識・技術の構築を目指しています。そのために、最新技術・知識
に基づいた教育を徹底することで万一の事態にも迅速かつ的確に対応できる警備体制を構築し、お取引させて
いただいているお客様はもとより、国民皆様のご期待にお応えしてまいりたいと考えています。

業界で活躍する女性の紹介（ 9 ）

左が代表取締役　小泉久也氏、右が
天野さん

アドセック株式会社　プロモーショナルセキュリティー営業対策本部
インストアマーケティング本部　天野　陽美（あまの　みなみ）さん

経歴
　

2017年 4 月に入社。大学時代は経営学科でマーケティングや広告論
を学んでおりアドセックには、最初からインストアマーケティング業務を希望
して入社しました。
仕事内容

　
インストアマーケティング部門ということで、イベント企画や

ノベルティの取り扱い、スタッフさんのユニフォーム制作、さらには家電・家
具・店舗備品などの手配までを行っています。ただ製品を用意するだけでな
く、実際に使ってみて評価することが大切です。より良い商品やイベントを提案できるよう、特性や価格など
の調査を行います。
仕事の大変さとやりがい

　
取り扱う商材が幅広いからこそ、分野外の商品についても、学ぶ事や覚える事

が多く大変に感じる時もあります。他部署のプロフェッショナルなメンバーと一緒に携わった案件で、一丸と
なって勝利を勝ち取り、皆で喜びを分かち合えた時は、やりがいを強く感じます。その時の感動があるからこ
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そ、普段の頑張りや活力に繋がります。
趣味

　
父の影響もあり、高校野球の甲子園球児たちの活躍を応援しています。ひたむきに頑張っている姿

を見るのが大好きです。休みの日も試合を見に行ったり、夏のシーズンはとにかく球児の応援に捧げます。彼
らの頑張りは、私の気持ちを熱くさせ、仕事のモチベーションが上がります。ドラフト会議の結果が出るま
で、心の中で、声援を送っています。
業界に対する未来への提言

　
メインのユーザーである通信業界では、新たなショリューションが次々と生

まれて来ています。 5 G や AI などの新た潮流の中で、今まで以上の付加価値、今までなかったサービスを提
供していく必要があります。変化を面倒なことではなく、チャンスだと思い、お客様から必要だと言われる存
在であり続けたいと思います。
他の女性社員や若手社員 　自分の中で “ 少し難しいな ” と思う課題に積極的にチャレンジすることが大切だ

と思います。次はあれをしたい、これをしたいと具体的に考えることです。常に少しだけ難しい事にチャレン
ジをし、経験を積み上げることで、自分のスキルを高めることができます。それが、スペシャリストへ続く道
にもつながり、存在感のある働き方ができるはずです。そのためには、何か壁に当たったときに相談できる仲
間や上司が常に近くにいてくれる事が重要です。そういった今の環境に感謝するとともに、これからは、他の
人の話を聞いてあげたり、支えてあげられる存在になっていきたいと思います。� コピー・転用不可

万引防止システムの業界としては、事業の対象が小売業等の接客業であり、その小売業を取り巻く地域社
会であることを考えると、女性目線が強力な力を発揮する場面が多くあると考えることができます。その
場面を顕在化しながら女性の社会進出の促進と協会の持続的な発展のため活躍する方々の紹介を行ってい
きます。つきましては、万引対策等の防犯活動の現場または支援活動の中で活躍されている女性を紹介い
ただきたく、お願い致します。� 総務委員会　　

業界で活躍する女性の紹介（10）

左が代表取締役　小泉久也氏、右が
山田さん

アドセック株式会社　プロモーショナルセキュリティー営業対策本部
インストアマーケティング本部　山田　郁美（やまだ　いくみ）さん

経歴
　

大学では、英米語学科で語学を学び、2018年 4 月に入社。ジョブロー
テーション後に現在の部門に配属。
仕事内容

　
天野さんと同じ仕事を行っています。実は、天野さんの仕事内

容や人間性に惹かれて、今の部門を選びました。当社のＨＰにもあるように、
仕事において「何をするか」よりも、「誰とするか」を大切にしております。
経験を重ね、社内から、お客様から「あなたとお仕事したい」と言われるよう
に日々業務を行っております。
仕事の大変さとやりがい

　
お客様へ大事な商品を確実に届けるために、納品には一番気を付けています。

納品時のトラブルの経験を通して仕事の進め方（特に確認作業が重要）を日々学んでいるところです。また、
扱う商品が多岐に渡れるように、新商品を常に開拓しております。意外な商品が売れた（売れなかった）とき
にも、何故売れたかを確認して、次に繋げることを意識しております。
趣味

　
趣味は旅行で、最近は韓国へ一人旅に行ってきました。韓国の雰囲気、文化、料理、美容などを楽

しむことでとてもリフレッシュできました。また、日本ではあまりしない一人行動を海外ではすることがで
き、自分と向き合える良い時間になりました。今後も次の旅行を楽しみに日々の仕事を頑張りたいと思いま
す。
業界に対する未来への提言

　
キャッシュレス等ますます付加価値が増えてくるスマートホンの次に来る通

信機器がどんなものが来るかワクワクしながら待っています。新しいものが登場してきた時にそれをどのよう
に活用していくか、そしてどのように世の中へ拡販していくのか、というところに関わっていければと考えて
おります。
他の女性社員や若手社員 　できない “ 理由 ” を考えるより、どうしたらできるのかの “ 方法 ” を前向きに考
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え続けることが重要だと思います。「20歳のときに知っておきたかったこと スタンフォード大学集中講義」の
本の影響で、考え方の可能性を広げられたのでオススメします。この先、結婚しても、子供が出来ても、仕事
も人生も充実できるように日々精進して参りたいと思います。� コピー・転用不可

新企画「海外から来られた新たな仲間」（仮称）
　万引防止システムの業界には、海外から来日された方々、帰化された方々がいらっしゃいます。互いの
相互理解を深めることで、温かな人間関係作り、生産性向上、その先にある社会の持続的再生産に貢献し
たいと思います。万引対策等の防犯活動の現場または支援活動の中で活躍されている海外から来られた新
たな仲間を紹介いただきたく、お願い致します。� 総務委員会　　

不特定な販売方法での解除器（デタッチャー）販売中止の徹底
　当工業会は、大量万引の誘発となるため、不特定な販売方法での解除
器・デタッチャーの販売中止を会員各位に徹底しております。
　一昨年 6 月からはメルカリ社、ヤフー社、昨年 9 月からはアマゾン社に
ご協力いただいております。
　また、ユーザー様ご自身においても解除器の管理を徹底いただくことを
強くお願いしております。

新冊子「人的警備とシステムの効果的活用」「機器のリニューアル」の制作
　昨年12月 5 日（木）に開催された第 4 回理事会で、カメ
ラ画像利用推進委員会制作の新冊子「人的警備とシステム
の効果的活用」（会員ページの E_14に格納）と政策・研究
委員会制作の新冊子「機器のリニューアル」（ 2 頁・会員
ページの E_15に格納）が承認されました。
　会員向けに 1 部70円（税別 /100部単位）で販売してお
ります。

中学校一年生保護者向け万引防止啓発マニュアル冊子
　昨年 9 月万防機構では保護者向け冊子制作委員会制作の “ 中学校一年生保護者向
け万引防止啓発マニュアル冊子 ” を全国の中学校と教育委員会へお配りしておりま
す。皆様のまわりで、子どもの万引問題で悩んでいる方がいましたら、この冊子を
ご紹介ください。
　 6 頁の「上手にコミュニケーションをとるための10 のヒント」は部下指導など
でも活用できる内容です。
　当工業会はこの壁新聞の協力団体です。
　https://www.manboukikou.jp/pdf/situation514.pdf
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工業会 日本万引防止システム協会のご案内

　工業会 日本万引防止システム協会は、 EAS 機器等の万引防止システムを製造・販売する企業の業界団体で
あり、流通業界の健全な経営、また青少年の非行防止という産業的・社会的役割を果たすべく、行政機関、関
連業界団体とともに連携をとり活動しています。
■目的
　本会は、万引防止システムの産業的、社会的な役割を果たすために、万引防止システムの円滑な普及・発展
に資する制度・政策・計画等の建議と実行、行政機関・関連業界団体あるいは生活者等の間での認識向上、相
互の間の調整、万引防止システムに関する内外の情報収集と提供を行い、業界の健全な発展と安全で豊かな国
民生活に寄与することを目的とする。
■会員の種別
　（ 1 ）正会員
　　　　本会の目的に賛同して入会した次の企業および団体とする
　　　　●万引防止システム製造ないし販売している企業および団体
　　　　●今後、万引防止システムを販売ないし提供しようとする企業および団体
　　　　●�万引防止に関連するサービスを提供する業界（警備業等）や関連業界（防犯カメラ設備等）に属す

る企業など
　　　　●万引防止システムを販売ないし提供する企業に対し商品や部品の供給事業を行う企業および団体
　（ 2 ）賛助会員
　本会の事業を賛助するために入会した次の企業および団体とする
　●小売業に商品供給しているメーカーおよび 物流企業
　●小売業にサービスを供給している企業および団体
　（ 3 ）特別会員
　本会の目的に賛同し、協力をする団体会員
■会費（2019年 6 月 6 日改訂）

年間売上金額 年間会費　万円
正会員　 ① 40億円以上 33

② 20億円以上、40億円未満 28
③ 10億円以上、20億円未満 22
④ 5 億円以上、10億円未満 17
⑤ 3 億円以上、　 5 億円未満 13
⑥ 1 億円以上、　 3 億円未満 11
⑦ 1 億円未満 9

賛助会員 4
特別会員 無料

基本は内部不正対策などを含むロス対策に関わるシステム販売の年間国内売上に応じた
年間会費とする。

■入会条件、入会申し込みはこちらのサイトをご確認ください。
　http://www.jeas.gr.jp/intro06.html

　新規入会企業および団体を募っています。
◎万引防止システムを製造ないし販売している企業の皆様
◎�万引防止対策を担当している警備業や防犯カメラ設備に属する 

企業の皆様



No. 工業会役職 社名・団体名 役職名 氏名

1 会長 高千穂交易（株） 事業開発室 稲本義範
（新任）

2 副会長 （株）　三宅 代表取締役社長 三宅正光

3 副会長 NPO 法人 全国万引犯罪防止機構 理事　LP 教育制度作成委員長 近江　元
（新任）

4 理事
（政策・研究委員会） IDEC ファクトリーソリューションズ（株） EAS 事業本部　本部長 谷　義彦

5 理事
（政策・研究委員会） キャトルプラン（株） 代表取締役社長 佐藤圭三

6 理事
（政策・研究委員会） （株）セキュリティデザイン 資材購買部長 那谷幸平

7 理事
（政策・研究委員会） （株）店舗プランニング 代表取締役 飛永泰男

8 理事
（政策・研究委員会） 日本電気（株） 関東甲信越支社産業第二営業部 摺田祐司

9 理事・顧問
（総務委員会） マイティキューブ（株） 顧問 福井　昻

10 理事
（総務委員会） チェスコムアドバンス（株） 常務取締役 内藤正美

11 理事
（総務委員会） （株）オカムラ 商環境事業本部 雑賀真良

（新任）

12 理事
（総務委員会） （株）エイジス 新規事業推進室長 米山英志

13 理事（事務局長、技術
基準委員会） タカヤ（株） 事業開発本部 RF 事業部営業部

SS 担当マネージャー 田丸典億

14 理事（カメラ画像安全
利用推進委員会） グローリー（株） 国内事業本部 販売企画統括部生体・画像認識

販売企画部 販売企画グループ マネージャー
山本健二
（新任）

15 理事（カメラ画像安全
利用推進委員会） アクシスコミュニケーションズ（株） 事業開発部リテールディ

ベロップメントマネージャー
松田栄治
（新任）

16 監事 松尾産業（株） 顧問 伊藤和賢

17 監事 セフト HD（株） 代表取締役社長 山根久和

敬称略・順不同
顧　問

佐藤　聖 （一財）流通システム開発センター　元調査部長 、福井　昻　マイティキューブ（株）
井出尊信　高千穂交易（株）代表取締役社長

令和元年度（2019年度）工業会 日本万引防止システム協会　役職一覧

令和元年度（2019年度）工業会 日本万引防止システム協会組織図

事務局長
田丸　典億

運営委員会
役付、顧問

総　　会

会　長
稲本　義範

副会長
三宅　正光
近江　　元

カメラ画像安全利用推進委員会
三宅正光（委員長）
摺田　祐司　　 　
山本　健二　　 　
松田　栄治　　 　
井上　清司　　 　
天野　浩二　　 　
長岡　秀樹　　 　

政策・研究委員会
佐久間博之（委員長）
谷　　義彦　　　 　
那谷　幸平　　　 　
松崎　泰二　　　 　
飛永　泰男　　　 　
佐藤　圭三　　　 　
摺田　祐司　　　 　

総務委員会
近江　元（委員長）
福井　昻　　　 　
内藤　正美　　 　
雑賀　真良　　 　
會田　正和　　 　
松永　眞明　　 　
米山　英志　　 　

技術基準委員会
田丸　典億（委員長）
瀬澤　外茂幸　　 　
多ケ谷　高志　　 　
辻　　　　誠　　 　

理　事　会
監　事

伊藤　和賢
山根　久和

顧問・佐藤　聖
　　　福井　昻
　　　井出尊信



万引防止システム　ご相談窓口について

工業会　日本万引防止システム協会では、EAS
機器全般に関するご相談の窓口を開設しており
ます。
ご相談窓口では、皆様からの EAS 機器に関する
ご質問、ご相談、苦情などをお受けしております。
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発行人：稲本　義範
発　行：工業会　日本万引防止システム協会　事務局
〒160-0004　東京都新宿区四谷1-2-8
TEL　03-3355-2322　FAX 03-3355-2344
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会 員 名 簿
お蔭さまで全会員数が43組織になりました

【正会員】
　　　　企業・団体名 　　　　企業・団体名
アイアンドティテック㈱
IDEC ファクトリーソリューションズ㈱
アクシスコミュニケーションズ㈱
アドセック㈱
㈱エイジス
ＮＥＣソリューションイノベータ㈱
エム・ケー・パビック㈱
㈱オカムラ
㈱キャトルプラン
グローリー㈱
㈱ゴジョウ・ウェイズ
㈱ KSM
ＫＤＤＩ㈱
サクサ㈱
㈱セキュリティデザイン
CIA フィールディング㈱

㈱ GeoVision
シグマ㈱
セコム㈱
浙江 カン電子会社
セフトＨＤ㈱
高千穂交易㈱
タカヤ㈱
チェスコムアドバンス㈱
チェックポイントジャパン㈱
㈱店舗プランニング
日本電気㈱
パナソニックシステムソリュージョンジャパン㈱
ビブリオテカ・ジャパン㈱
マイティキューブ㈱
Matsuo Sangyo ㈱
㈱三宅

正会員数 32社
【賛助会員】 【特別会員】

企業・団体名 企業・団体名
沖電気工業㈱
㈱自己啓発協会
西武産業㈱
㈱日本保安
㈱Ｇ - クエスト
㈱ JSS

公益社団法人　日本防犯設備協会
一般社団法人　日本自動認識システム協会
一般社団法人　全国警備業協会
NPO 法人　全国万引犯罪防止機構
タグ＆パック事務局

※50音順（2019年12月 5 日現在）


